
徳之島方言の音韻

1 微 調 葺 者
オーシマ アマギツyアサマ

鹿児島県大島郡天城村浅間の 方言を音韻について記述する. 大

島郡天j戒村は奄美群島の徳之島にある
オカムヲタづ'>"

被調査者は!河村�ï博氏 氏は. 1936年に 浅間で生 まれ. 1952 

年 まで浅間. 1952年から1955年 まで奄美大島の名瀬. 1955年

から 1959年 まで東京にL、た

この記述は. 1958 年の秋から 1959年の春にかけて行なった.

この報告は， わたしの観察以外に， 氏の内省によるものを含み，

また ， 氏が1959年に日本大学通信教育部へ提出 した卒業論文の

一部と内容的に重なる

2 音韻の特徴

音韻の特徴としてめぼしいものは，

( 1) 母音が七つ音素として反別されること

( 2) k. t などだけでなくJ n， lTI にも 喉頭化子音音素があ

ること

(3) はねる音は いつも [1)J であって， 東京方言 の よ う に

[NJ. [ mJ. [nJ. 鼻母音などでおることはないこと

止h河ミ二 田 武

(4 ) 琉球の与那国方言。〉や鹿児島県頴娃方言(2)などと還っ

て， モーラ に まで分析できること

である.

まず. ( 1 ) から述 べよう この 方言で. í実」という意味の 1

音節語と「兄JとLヴ意味の1音節語とを比 べると， その母音が

明らかに違う. その違いは，ほほ次のように表わすことができる.

[r m i:J笑

[r mï :J兄

もっとよく観察すると. í笑」の子音は東京語と同じように口蓋

化しているが. í兄」の子音は 口蓋化 していない. しかし ， この

2語を弁別する音韻論的特徴は母音の違いであると認められる.

なお. [i :J には二重母音的なところはなし，(3)，

次に. í桃」とし、う意味の 1音節語と 「前」 としづ意味の 1音
節語とを比 べると. í兄Jの[r mï :Jと母音だけで弁別される語で

あることがわかる

( 1) 拙論「琉球・与那国島方言の音韻J (1)'ことばの研究(国
立国語研究所論集1)d1 1959に所収)

(2 ) 拙論「鹿児島県鍔宿郡頴娃町J ([i口本方言の記述的研究
(国立国語研究所報告16)d1 1959に所収)

司...... 



[rmu:J桃

[rm邑:J 前([rma:J と表わしても差支えない)

さらに ，

[rmo:juvJ 回転する

の第1 音節の母音は明らかに上の四つの母音の それぞ れ と異 な

る . 一方 ，

[rko:J )11 

の母音には非常に近く ， 閉じ音素と認めることがで き る そ し

て， [rko:J と 対立する [rkë:J (欠け) ， [kur:J (粉)， [rkï:J (毛)

のよう な語がある . さらに ， í川」の母音は ，

[rkadõa:J におい

[rke:J jatobaïJ か まきり

の第1音節の母音のどちらとも明らかに違うから ， 異なる音素と

認められる.

このようにして ， この方言には七つの母音音素を認めることが

できる.

[rmi:J 笑
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[rkï:J 毛 …..... /ï/ 

[kur:J 粉…・ー・0・.. /u/ 

..[r同:J 欠け… …. /ë/ 
...[rko:J )1卜....... • • • • • •  /0/ 

[rkadõa:J におい 一. /a/ 

[rke:JjatobaiJかまきり ー /e! 

次に ( 2)について. い ま， í米」とLヴ意味の語の 第l音節

[rmï:J 兄

[rmu:J 桃一

[rmë:J 前

[rmo:juvJ 回転する ー

と「雲」とL、う意味の語の第1音節とを比べると ， 母音は同じで

らるが ， 子音が違う . その子音が秋口査の破裂音であることは共

通だが， í米」の方が一般に有気なのに「雲」の方は一般に無気

であるほかに， 後者が喉頭の緊張を伴う (喉頭化している)のに

前者には そういう ことがない点で対立する.

[k'umïr:J 米

( 3 ) 服部四郎氏は徳之島の亀津方言を観察して， 次のように
述べている. ([f日本語の系統.n 1 959， p. 284) 

「徳之島の亀津方言には次のような対立がある.
[mi:J C目) ; [mi:J実

しかし， 精密に観察すると，前者の母音は前寄りの中舌母音で，
後者のはかなり後寄りの前舌母音である. 両者の差異はむしろ
子音の非口蓋化と口釜化の点にある. 故に， これは

!mll! C目) ; !mjl1! (実)
という対立と解釈される. 一般に， との方言のじJ Cあるいは
じJ)と [iJ の対立(と概略的に言い得るもの )はMと !jl!の

対立と解釈すべきであろう.J
仮にこの解釈を浅間方言に当てはめれば， 母音音素の数が一つ

減ることになるが，この解釈で都合の悪いことがある それは， 浅
間方言で [nï C:)J C[ni C:)Jと書くのと同じ)とりi (:)Jと(J1jï C:)J 
([J1ji (:)J と書くのと同じ)とが 音韻論的に区別される からであ

る
[nï:J (胸， 棟); 口uJ1ir:J (鬼) ; [J1ji:J C見ろ )
包津方言での解釈をそのまま流用すると，
!ni!; !hqunju!; !njl1! 

となって都合が悪い. もちろん， 同じ徳之島でも部落が違えば方
言がひど〈変わるととがあるから， これで亀津方言の解釈の妥当 山...... 
性についてとやかくいうことはできない.



[ k' u mor:J 雲 ([b u mor:Jと表わすこともできる}

同様な 対立は， ほかの子音についても見られる.

[ t'ïr:J 手

[r t'ï:' ts'i]一つ， 同一

[rjë:ts'ï k'ij u!)J焦がす

[ts'ï k ‘anorj u!)J飼う

p については喉苛l化音しかない，

[rp'i :' jo Jひよ こ

これらに平行する対立が n， m についても見られる.

[rna:J 中

[rn'a:J今

[ ma:r JjuJ塩

[r m'a:J馬

上の[n'J[ m'Jはそれぞれ口nJ口 mJではないか? 琉球・

首里方言には， 例外的な形として[r? meLN�eeNJ (いらっしゃる

<1いるJ 1来る J 1行く」の敬語>) があり， これは/， ? me'NseγN/ 

と解釈せざるを得ないと されているが(4)， これとは音声的にも異

なる.口 mJならば，口]から[ mJへ移る 際の破裂が聞かれる

はずである. また， その際に強 さの弱 まりも観察 されるはず (し
たがって， 二つの音節に分かれるはず) である. 岡村氏の内省に

よっても ， これは，口w aJ[(aJとではなく， [ k'aJ [ t'aJと同列

のものと意識 されている.

こうして， 上の二つの 対立は， 非I喉頭化・喉頭化の 対 立 に な

る. したがって， 有気・無気の 対立とはならない . こ れ に よ っ 申

て， k ，  t， tsについての 対立を非 喉頭化・ 喉頭化の 対立としてと
同

りあげることができる. さらに，

[ hadzïj ur!)J着物を脱ぐ

口ad3jïj ur!)J交叉する

に おける[hJと口]との 対立をもこれに加 えることができる.

それは，[ hJと[口とは摩鯨音と 破裂音という 違いはあるが，

どちらも喉頭音で， 後者が 喉頭の緊張を伴うのに 対L， 前者はそ

れを伴わないという点で同列の 対立を 示すからである.

こうして，

非 喉頭化 k t c n m h 

喉頭化 κ τ g  π u μ  ? 

のよう な音韻的 対立を得る.

ところで， 喉頭化は 喉頭の緊張を伴うことで為る これと比較

しう ることに， くちびる音化と口蓋化とがある たと えば，

[ kator!)J 副食物

[ k war!)J 大根と豚肉の煮つけ

の[ kつは， 軟ロままでの閉鎖とともに くちびるが まるめられるこ

とを示す. もっとも， 実際には， 破裂があって後にくちびるの ま

るめが見られる[ kwJのような発音も為るが， い まは，[ kつを

[ k'Jと比べてみると，

E kWar!)J 大根と豚肉の煮つけ

(4 ) 市河三喜 ・ 服部四郎『世界言語概説下巻.!I 1955のうち
|ー琉球語」の項. p. 323 



[k' ju:'b iJ腰ひも

のようになる 同様にして，

[kur:J外皮

[rkju:Jきょう

[rk' ju :'b iJ腰ひも

のような比較も可能である.

そこで， くちびる音化， 口蓋化をそれぞれ Cw， Cj (Cは子音

音素一般) のように表わせば， 喉頭化もこれにならうことができ

るわけで， これをCqと表わすことにする .w ，  Jがそれぞれ一つ

の音素であるから， qもまた別の一つの音素となるわけである.

そこで， 上の表を書き直すと，

非喉頭化 k t c n m h 

喉頭化 kq tq cq pq nq mq hq 

のようになる.

次に ( 3 )について. 被調査者の岡村氏が東京の大学にはいっ

て初めて国語音声学の本を読んだとき， 不思議に思ったことの一

つは， はねる音のンが 次の子音によっていろいろに変わるという

ことだった. それは， 東京語で

寝 [b i寸NJ 瓶
世田
Q 
仰
-\<:: 
岨E
判
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[bi寸nno ] 瓶の

[b i'Dkara] 瓶から

[b i' m moJ 瓶も

[bi寸山w a] 瓶は

のようなのが， この 方言では

[kwir!JJ 瓶

[kwi!Jrn uJ 瓶の

[kWi!Jrka 'raJ瓶から

[k"i!JrbaJ 瓶も

[kwi!JrjaJ 瓶は

のように， はねる音が L、つも[!JJであるため だった. それを，

岡村氏の内省とわたしの観察によって明らかにした.

ところで ， この例では， 自立語と付属語との結合が東京語に比

べてゆるいためにいつも[!JJであるとも考えられる. しかし，

語の内部でも上と同様なことが見られる.

[r?a!J n j ë:J祖母， おばあさん

[ ha!JkururSu!J]こぼす

[r n i!Jb jU!J] H民る

口w a'Dj a:J豚小屋

なお， [!JJは語頭にも立つことができる

〔却ar i] 食塩に 含まれているにがり

日 tf'a:J 土

次に (4) について. モーラ (拍) は， その前または後にアク

セントの高低変化の境目が来うるような単位である〈め そういう

モーラが分析できるかどうかは， 主として， 長母音・はねる音・

二重母音などについて検討すれば明らかになる ところで， この

方言では， 上にいくつも例があったように， 長母音は アクセント

(5 ) 拙論「音声ーその 本質と機能J (!í国語教育の ための 国語 口
講座第2巻 音声の 理論と教育� 1958， p. 38) 



(の高低変化の境目)によって二つの部分に分かれる.

日 t 5γ:] 土

[ kur :]外皮

また ， 長母音は 次の子音ともアクセントによって分けられる.

[r k 'ju :' bi ]腰ひも

[rt 'ï :' ts 'ï ]一つ， 同一

このようなことは， はねる音についても認められる.

[ k a tor 泊副食物

[?w a'Vja:]豚小屋

二重母音の後の部分i についても上と同様なことが認められ

る.

[ k ‘air k o]蚕

[V9ar i]にがり

したがって， この方言はモーラに まで分析できる方言というこ

とができる.

なお， この方言にはlモーラ語は存在 しない. 内地諸方言のl

モーラ語にはこの方言では2モーラ語が 対応する. すでに例と し

て出 した

[r m i:](実): 東京方言 [m i]

[ kur :] (粉) : 11 [ko] 

のほか，

[rna:] (名): 東京方言 [n a]

[sïr:] (巣) : 11 [SÜI) 

に見られるように ， すべてCVR (Vは母音音楽一般)の形で対

応する.

3 音 韻 体 系

27箇の音素が分析 され ， 次のように分類 される.

子音的 p， t， c， k， b ，  d， z ，  g， ffi， n ，  r， s ，  h; N ，  Q 

半子音的 q， w ， j; J 

母音的 Î ，  i， UJ e ， ë， Oj a; R 

上のう ち， 母音的音素 および N， Q ，  Jは それじ しんで モーラ

となるが， そのほかは， それじ しんではモーラとならない.

シラピームの構造に合わせて上の音素を 並べると， 次のように

なる.

く び む ね

z 
s c h q w J l u N R 

P t k e e 。 J 
b d g a Q 
ロ1 n r 

この構造図について次のことがし、える.

1. シラビーム内部の連絡の順序は， íあた ま」一「くび」一「む

ね」一「 しり」である.

2. íむね」を欠くシラビームは存在 しない.

3. ïあた まJ ïしり」 それぞれの内部の音素が互に連絡するこ

とはない.

∞ 
...... 



シラビームの構造の型 は 次の 8穏ある . ただし， Mは「む ねj， Kは「くびj， Aは「あた まj， Sは「し

M KM AM AKM り」を示す.

MS KMS AMS AKMS 以上のう ち， M， KM， AM， AKMに つ いて， 見つかった限

くちびる音化系列 非口蓋化・非くちびる音化系列 ロ策化系列 りのあらゆる種類 を 表にして 示すと 次のように
f一一�、一一一一一一、 ， ー . . 一一一一一一子、一一一一ーで一、
wa wï wë U 0 a - - e 1 JU JO Ja Jï Jë なる . ただし， Mのう ち/N/は除く.
hwa hwï hwë hu ho ha hë hï - hi - 一 一 一 一 左の 表に
gwa gwï gwë gu go ga gë gï ge gi gju gjo gja - - N， hqN [?!JJ， R， J， Q 
kwa kwï kwë ku ko ka kë kï ke (ki) kju kjo (kja)ー ー

を 加えれば， この方言のモーラ を 尽すことにな
sï se - SJU SJO sJa SJÏ sJë る

一一 一一 ZJu ZJO zJa ZJ1 zJe 
次に， それぞれのモーラ を含む語 例 を 示 そ

CJU CJO cJa CJ1 ーー
う 語 例が少ないものには$ をつけておく な

お， アクセント記号の読み方 を， 5モーラ語 をJa nJ1 nJe 
例に 示しておこう . 5モーラ 以外の語はこれに

準ずる
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岡村氏では， kiと kqi， kjaと kqjaがそれぞれ動揺している. 古〈は区別があっ
たものと恩われる.
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っそうまるくちで， かすかな摩僚が ある): warN (わたし)， waR 

-cqa 'kquR (いまいましい)， wakqurR(仕事)， sjiwarR(心配).

*wi [wiJ: -wiR (梼)， -kqwëRwiR (nE桶)

*wë [wëJ: wëRjurN (分げる)， -wëRwëR (犬〈児童語)) . 

u [wuJ: unagurR (女， 女性)， -unai (男の 方から言った女の

きょうだい)， -uR (牡)， -uN (いる)， juR'ucqï (四つ) . 

事o[woJ・ORrsjaN (おかしい)， OrR (呼ばれたと きの 応答 . NrR 

の 対)

*a [aJ: 語頭以外. tqaR'acqi (二つ)

*e [eJ : eitorR (たくさん)， cqikquRre (机)

i [iJ: iR'ri (女の 方から言った男のきょうだい)， iN'hwë[i!JφëJ 

(体積・面積について大きさが同じこと)， ibakjurN (呑み込んだ

ものを吐き出す)， miR寸icqi (三つ). 

ju [juJ : jurR (湯)， jukqujur N (休息する)， jUNdu勺(雀).

jo [joJ : jORrhaN (ひもじい)， -joroi (姦通).

ja [jaJ: jaRr du (雨戸)， jaduri (田畑に作る小屋)， mijaR'ko 

(都)

*ji [jïJ 自立語に出る例は見つからない. ーjïR ( するから

ね， いいでしょう 予告する気持を表わす. 例 . -koRraRjïR I買

うからねJ).

jë [jëJ: jëRjur N (痩せる)， ーjëRcïkijuN (焦がす)， hajëRrhaN 

(早い).

*hwa [φaJ 語頭以外 -hqwal'jwatahwaRhwaR (豚の 腸の 料

理)

hwi [φïJ: hwirR (おなら)， -hwimaR(暇)， hwïNrma (昼間，

ことに正午からl時までの 真昼間)， juhwirR (夕飯) . 

hw邑[φëJ: hwërR (南)， hwëRsirR (嚇し)， iN'hwë (体積・

面積について大きさが同じこと).

hu [φuJ: hurR (幸福)， huQ'cqju(おとな)， -huRjuN (葬る)，

hUNtOrR (本当)， maQtëRrhu (ハプに似たまだら模様の ある蛇で

毒はない). 

ho [φoJ: hORjurN (這う)， hoワ (酢) • 
ha [haJ: harR (歯)， hanarR (1E)， hari (針)， -haR (赤)，

toR'haN (速い)

事h邑[h邑J: -h邑RjuN (開ける)， hëR'i (返事の「はあいJ)

*hi [hiJ・ 語頭以外 hqugïhirR (体積について「それだけJ).

町i[çiJ: hiNgirjUN (逃げる)， -hiR (陰部の 俗名え なお -siR

ともいう) . 

gwa [gwaJ， [gwaJ (語頭以外でも [!JJ になることはない. 以

下の g・ についても同線上gwarN (神に祈ること， 願)， gwaN'­

zici (元日)， ーtquRgwaR (お嬢さん)

事gwï [gwiJ， [gwiJ: gwïRjurN (吠える， gwëRjurNとも、qう)

*gwë [gwëJ， [gwëJ・gwëRjurN(吠える， gwïRjurNともいう)，

tORgwërR (鍬) • 
gu [guJ: guRr ma (胡麻)， gUNrzja (鯨)， nigu勺 (根) . 

go [goJ: gORzirruR (大豆を水にひたしてすり鉢ですったもの

で作る味噌汁)， hagorR (皮など をはぎとれ! ) 

lSa [9aJ : garaR' si \カーラス). -gaN(蜜)， garR (力)， tamagarjuN 

Cコ
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(とわがる) 出して現れる怪物. 幽盆)， kïdamurN (獣)， kORkïrjuN (天臼で

本gë[gë]: gëRjurN (発育不良でしぼむ， 人聞が不良イもする)， カラカラに乾く) . 

kaNgërjuN (考える). 句ce[ke]: -keRsjatobai (かま きり) .

*gï [gï] : gïRrcqï (しゃっくり). nagïjur N (投げる) . kju [kju]: -kjuR ( きょう)， kjuramurN ( 美人 ， 美し い食物) ， 
*ge [ge]: hagetaR"kaja (お配りになりませんか). hukjurN (吹く). 

gi [gi]: ginjaRrhai (小さい)， -girïR (義理)， giN"ni (実に) ， kjo [kjo] : kjoRdërR ( きょうだい)

haRr gi"zjasjuN (吐き出す) . sï [sï]・sïnarN (しらみ)， sïQtar jUN (濡れる)， sïrR (巣)， 

*gju [gju]: 語頭以外 sïgjuR寸tu (仕事)， -UgjuN (おび き寄 hqwaRrsï (豚の肉) . 

せる) . se [f e]: hqiQsjïrR seRtaN "ga (どうなさ いますか) . 

市gjo[gjo]: 語頭以外. sïgjoroRrhai (寒い， 冷たい)， tïgjOrR sju [fju]: -sjugajuN (涼む)， sjurR (潮)， -sjusjuR (裾)
(天秤棒). sjo [fjo]: sjoR"ra (餓)， sjorojur N (揃う)， hqosjorhaN (遅

gja [gja]: 路頭以外. sïR"gja (烏の名)， -sïgjaR (部落の名)， い) . 

hqagj♂R (痛 い! (感動詞)) • sja [f ja]: -sjabaR (事庖)， sjaR寸zïkqi (きか づ き)， waQrsjaN 

kwa [kwa]， [kwa]: kwarN (大根と 肉の煮つげ)， kwaRrhai (悪い) .

(固い)， kwari (会， 回). sjï [fjï]: -sjïR (瀬)， SVN ( 先 ) ， sjïcqïrR (運)， hqiQsjïrR (ど

*kwï [kwï]， [kwï]: kwïrN (瓶) • う， いかに) .

*kwë [kwë]， [kwë]: kwëR"hai (つらい). sjë [fjë]: -sjëR (咳)， sjëR寸bunï (背骨)

ku [ku]: kurR (外皮)， kuzjurR (去 年 ) ， kUNbarR (ふくらは zï [dzï]: zïrN (地面)， -zïR (おじいさん， 祖父)， zïmanïrR 

君事 ぎ)， -hakuR (箱) . t南京豆)， 一mïziR (水) • 
唱団
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ko [ko]・-kOR (川)， kOR寸zï (麹)， ーhakobjuN (運ぶ).

ka [kaJ: karaRr zï (頭)， kaNmïrjuN (隠す)， kaRrta (陰)， 

'-hqukabjuN (浮ぶ) . 

kë [kë] ーk長RjUN (欠げる， 変える)

kï [ki]: kirR (木)， kïNmurN (雨模様の日の夜， 青白い光 を

zju [d3ju]・ーzjuR (しっぽ)， zjurR (重箱)， -mazjuN (ハプ) . 

匂jo[d3jo] ーzjoR (出入 口)， hqaN万jo (蟻).

zja [d3ja] : zjaRjurN (もぐら)， zjaR"ga (そうだ)， sizjari (左) • 
zjï日3ji]・ -zjïN (ß善)， zjïrN (銭〈古語))， -kazjïR (風) • 
zjë [d3jë]: 語頭以外 juzjërR ( 口論)， -hqazjëR (おじさん〈古

..... 
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籍)). nju [刊uJ: njurN (見る)， -sïnjuN (死ぬ). 
小a

cï [tsïJ 語頭以外. ーjëRcïkïjuN (焦がす). njo [川口J: njOrR (見ろ)， njo"'na (妙な)， sjaNnjOrR (数える N 

cju [tfjuJ・cjuRrka (小型の薬錘)， mucjurN (持つ) . とと) . 

*cjo [tfjoJ: cjorR sïmoR寸tï (しまった! <感動詞>)， cjoR"'sjaN nja [J1jaJ: njarR (見ょう)， gunjaRrhaN (小さい) . 

(無邪気な子供の無分別なさま) . njï [J1jïJ: nVR (見ろ， njorR との区別につ いては明らかにし

本cja[tfjaJ・ cjarR (茶) ， ーcjaN (チャン ・ コーJレターノレ). て いな い). 

cjï [tfjïJ: sjïNcVN (便利〈古語)) . një [J1jëJ: -hqaNnjëR (おばあさん， 祖母).

ru [ruJ: 語頭以外. muRrru (全部)， muruR"'sï (かたまり). du [duJ: -dusïR (友だち)， duNnaR"'hai (遅 い)， -duR (自分，

ro [roJ:語頭以外. ーtoroi (喧嘩)， -moroi (貸し、) . 身体)， 一uduiuN (腐る). 

ra [raJ:語頭以外 -muraR (村)， kquraR (倉). do [doJ: dORraRrkqu (冗談)， dORmorR (もうろ〈して記憶

rë [rëJ 語頭以外ー ーjurëR (集会)， nokorëRrhaN (残念だ)， カが表えること).

warëNr gwaR (子供) • da [daJ: -daR (どと)， darïjaRr mi (晩酌)， dareN (です)， 

rï [rïJー 語頭以外. -hqiriR (西)， nigiR寸rï (右). tïRr da (太陽) . 

事re [reJ・ 語頭以外. hqoboRr ra -dareN (ありがとうごぎ いま d邑[dëJ : -d邑R (竹の一種. tïRr ruと いう背負 い箆 を作る材料) ， 

す)・ d邑këjurN (学校の成績が い い， で きる)， hqamïkqirdëR (天城岳).

nu [nuJ: -nuR (何)， ーnujuN (乗る) . dï [dïJ・-dïR (利益)， dïN (どれ〈代名 詞)). 

no [noJ: norR (麻などで作った紐)， nogojurN (拭う)， -no- de [deJ:誇頭以外 -deN (です. dareN の re の落ちた形) . 

nOR (布). tu [tuJ :一tuzïR (委)， tuN"'bë (吊い )， hquQturR (弟)

na [naJ : -naR (中)， -naN (彼，みくびって言うと き)， nasjurN to [toJ ーtoR (小高 い所)， torN (薪)， toR寸ma (簿馬鹿)， ei-

(産む)， hanarR (花). torR (たくさん).

n邑[nëJ: nëRjurN (しおれる)， nësjërR (背年). ta [taJ: -taruR (だれ)， taNn吾rjuN (尋ねる)， jutaRrhaN ( い

nï [nïJ: -nïR (胸， 棟)， -nïsïR (北)， huRrnï (舟) い) . 

ne [J1eJ: sjiNneR寸ra (してみましょう)， kqicqïRr ne (狐) • të [tël: t邑rR (丈. 高さに ーtatëR (畳).

ni [J1iJ: -nigijuN (握る)， nigiR寸ri (布)， hqunirR (鬼) • ti [tïJ: tïrR (手)， tïgjorR (天秤棒)， haNtïrjuN (おっとちる)目



R 

bju [bjuJ: 1吾頭以外. 一hqasibjuN (遊ぶ).

bja [bjaJ・ 語頭以外. sibjaRr si (火箸) . 

hqwa口waJ: -hqwaR (豚)， hqwaR'nai (やきもち).

hqwi口wiJ : -hqwiR ( 上 ， 植え， 君主い， 起き)， hqwiQ'sja (上

下).

hqwë [?wëJ: hqw吾NzjaR'hai (おとなしい)， -hqwëQsjuN (貫

ぐ， 贈る)

hqu [?uJ: -hquriR (それ〈代名詞))， hquQtqurR (弟または

妹， 年下)， hquNzjaR寸gi (ぶらんこ).

hqo口oJ : -hqosjojuN (葦をする， ふせる)， -hqotoroRrhaN (お

そろしい).

hqa口aJ: hqazjirR (辻， +字路)， hqaR'ka (ねえさん， 姉)， 

hqaN'zjo (蟻) • 
hqe口eJ: hqeRtaR'ra (娃)， hqeRzj♂Rra (とんぼ). 

hqi [?iJ: hqirN (犬) ， hqizjurN (泉)， hqiRcqikqjanaR'ga (同

じ長き であるべきものが， 一方は長〈片方は短いとと).

hqju [?juJ: -hqjuR (魚)， -hqjuN (言う). 
hqjo [?joJー-hqjoR (言え).

hqja [?jaJ: -hqjaR (君， おまえ)， -hqjaQkqjaR (君たち) . 

hqji口jiJ: -hqjiR (念を押すときの「本 当? Jíそうなの? J). 

hqjë [?jëJー-hqjëR (呼びかげの「おいJ rもしもしJ)

kqwa [kw'aJ， [k'waJ: -kqwaR (子供)， -kqwaRmui (子守)，

muQ'kqwa (智) • 
kqwi [kW'ïJ， [k'wi]: -kqwi (暮れ)， -kqwiRjuN (与える，

-micqjuR (三年)， 

mju [mjuJ:語頭以外. kamjurN (食べる) . 

*mjo [mjoJ・mjorR (重量) . 
*mja [mjaJ: mjarR (員).

bu [buJ: "bui (竹の細いもの. 鞭にするもの)， buRr ra (ほら

貝)， butaRr gwa (双生児)， cqibuRr ru (昔).
bo [boJ : borN (坊や)， hqoboR寸haN (重い).

ba [baJ: baRr sja (芭蕉)， basjoRr miR (バナナ)， hqaNbar rëR 

(豚の腹脂). 

b吾[b日 -bëRbëR (赤坊).

bi [biJ: biN寸to (弁 当) ， -kabiR (壁).
*be [beJ: beR'ru (舌を出すこと)

bi [biJ: birarR (韮)， biRr ru (体力のないこと， 不健康)， 一ta­

biR (旅) . 

mu [muJ・ mutarR (竹馬)， kqimurR (肝).
mo [moJ・-moisjuN (死ぬ)， mORkari (ままごと)， kqumorR 

(雲) . 

ma [maJーーmajuR (猫， 密造酒)， maQkqwarR (枕)， maNgë-

rjuN (転ぶ)， ーkumaR (ここ)

m邑[mëJ:-mëR (前)， mëRrërR (娘) . 

mi [miJ 一mïR (兄)， miNgwirjuN (濁る)， -cqimiR (爪) . 
*me [meJ 語頭以外 kjuR'ga me'ra (こんにちは. kjuR 

きょう， hqugameRra f平みましょう).

mi [miJ 一miR (身， 肉)， mirN (耳)，

kamirR (神).
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れる). 

kqwë [kw'ë]， [k'wë]: -kqwëR (肥料).

kqu [k'u] : -kqui (首)， kquNzjar SjuN (崩す)， -hqakquR (灰) . 
kqi [k'i]: kqirN (着物)， -kqimai (元気)， -kakqiR (垣).

口数の多いこと).

tqë [t'ë]: tqëR'miNdo (問じことで人に厄介 をかけること).

tqì [t'ì]: tq浪花qì (一つ， 同一) . 

mqo [m'o]・mqoR'juN (f来る」の敬語)， mqo 'rì jOrR (さ

kqju [k'ju]: kqju 'bi (帯の細いもの， 腰ひも)， kqjurR (人 を ようなら). 

誘い促すと きの「きあ! J)， hqaQkqjurN (歩く). mqa [m'a]ー一mqaR (馬)， mqaR'cqi (火)

kqja [k'ja]: ーkqjaRmajuN (困る)， sikqjajurN (光る). *mqì [m'ï]・ mqïR寸tu (女の名)， mqiQ'ta (女の名 〈古語)).

cqu [ts'u]: hqacquR'haN (厚い). mqja [m'ja]: mqjaR'si (箸)， -mqjaRdëR (ささ竹の一種)，

cqï [ts'i]: cqïN寸gJo (深い井戸)， cqikanorjuN (飼う)， -nacqiR mqjaziR'ru (女φ名 〈古語)). 

(夏). pqu [p'u] 語頭以外 -hquQpquN (勝憤)

cqe [tf'e]: hqucqeRta'kaja ((電報 を〉お打ちになりましたか pqo [p'o]: -hanasìQpqoR (保ったれ)， katamiQr pqoR (片目〈悪

しら)・ 口)). 

cqju [tf'ju]・ーcqjuR (人，人間)， -cqjuN (来ている)， kaRcqjurN pqa [p'a]: kaNpqaRr cqi (ひでり)， hquQpqaRr niti (体 を張る

(書いている)・ こと)

cqjo [tf' jo] : cqjoR 'hai (強い)・ 市pqi [p'i]: pqiR'jo (ひよこ).
cqja [tf' ja] : cqjaR 'ru (終日)， -cqjaN (おとうさん)， -kacqja- N [D]: -NgïR (刺)， NcqjarR (土)， NzjarnuN (乱れる)， -gaN 

mjuN (ひっかく1・ (蟹)， hqwa'NjaR (豚小屋)， -kqiNkqiN (ひばり)， kaNrzja (芋

cqjï [tf'ji]: -cqjïR (一日)， ーcqjïR (来て)・ づる)， cqïN寸dami (三味線の調子)， cqïNbjurN (交尾する). 

cqjë [tf'jë] ーcqjëR (来たか). hqN口N]:語頭だけ. hqNrdu (どれ〈感動詞))， -hqNRdanaN 

nqa [n'a] : -nqaR (今)， nqaN寸ba (今も) . (早< )， hqNR 'zjagaR (そうだく感動詞)) . 

nq己[n'ë]: -nqëR (物 をさし出すと きの「ハイJ). R [:] ーiR (柄)， -huR (帆)， -haR (葉)， nirR (荷)， kqumorR 

tqu [t'u] :ーtquRgwaR (お嫁さん)， hquQtqurR ( 年下のきょう (雲)， hqararërR (鍍).
だい). Q [tJ， [p]， [kJ， [f]: -hanasïQpqoR (鼻ったれ)， huQrkqu 

tqa [t'a]: tqaR'cqi (二つ)， ーtqai (ふたり)， jumïtqarR (文句， (袋)， cqjïQcqjaR寸ru (一日中)， -kUQSjUN (殺す)， siQtarjuN (尚

ザ
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れる) ， -hqw 邑Qsï muN (貨物).

4 音 韻 対 応

音韻対応のうちめぼしいものだけについて 述べる.

まず ， 11世紀の京都方言にあった wo (を )と o (お )との区

別が 残っている. な お ， 語頭の例しか見つからない.

(1 ) 徳之島u- 東京0-: 11世紀京都wo・

( 2 ) 11 h qu-: 1/ 0・， U�: N 0-， u-

まず， (1) の 例. - uR( 牡， 雄， 緒)， -udui (踊り)， -uri (折) ， 

u n agurR (女，くをなご))，ubërR ( 叔母)， -ugjUN (誘き寄せる，くを

く( 万葉)))， -uN (いるくをる))， -u tuR (夫，くをつと))， ugirR 

(砂務黍) . 

次に， (2 ) の 例. h quR'bi ( 帯)，h qu kqirR( 沖)，h quj arR( 親)， 

h qu duNr kqiR (驚き)， h quQ tqurR (弟または妹， 年下)， -h qurïR 

(それ， (おれ))， h qu birR ( 覚え) ，h qu k aRr gï ( おかげ)， -h qu kjuN 

( 置く )， h qu nirR (鬼) ， -hqu juN (繰る)， -hquZ ïjuN (おじる，くを

づ)) ; h qu rR (卯〈十二支 の一つ))， h quR'sï( 臼)， h quzïrR( 渦)， 

h quc jurN (打つ)， h qunïrR ( 畝)， -h quN (海)， -h qu k abjuN (浮

弱 ぶ)， hqusju rR ( 潮)， -hqusïR ( 牛)， -hqUN bjuN( 埋める)， -hqu-
-!1m 
Q 
中l日
-\'\ 
� 
村
幸吉

sjïjuN (失せる) ， h qumjurN (熟する， (うむ)) • 
以上の例外と して， -h quw ai ( 終わり )がある. これは -uwai

で 対応する ことが 期待 されるもの.

さて ， (1 ) (2)に 平行して ， 1 1世紀の京都方言にあった W1

( ゐ)と i ( ，、)， we ( ゑ)と e (え )との区別が 残って いる

( 3  ) 徳 1- 東 i-， e・:11世紀京W1・， we-
( 4) 11 .h qi・ 11 i-， e・・ 11 i-， e-

まず， (3) の 例 . -iR ( 陶尊， (ゐ)) ，ーiR (亥〈十二支 の一つ)) ， 

-ijuN (坐る， (ゐる)) ，一igi ta rR( 井桁)，i n aR' k a ( 回舎) ， -iR( 堰，

〈ゐせき (拾遺築) )) ; igujur N (扶る)，ib a kjurN (幅吐する， (ゑ

づ<)).

次I'C， (4) の伊�. h qiR寸 kqi (息， 意気)， h qi kïrR ( 池)， h qi­

cqj arR (板)， h qicqjurR (糸)， -h qi kjuN ( 行く )， h qi nïrR (稲) ， 

hqirN (犬)， h qiz jurN (泉)， h qi mirR ( 夢)， h qirN (成〈十二支

の一つ)) ，ーh qir osjUN (貸す， (いらす)) ，-hqizj ai (漁，くいきり)); 

h qir abju rN ( 選ぶ)， -h qibiR (海老)， h qir aburR ( 沖永良部).

以上の例外としては ， ーiR (柄)， iR' kqi (易)， irN ( 縁)があ

る. これらは 新しくは L、った ことばか?

次に， 喉頭化音の起原、を探って みよう.

( 5  ) 徳 ku 珠� ku (次に 5， C， tが続く)， ko: 11世紀京

ku ( 次に S， t が 続く )， ko. 

(6 ) 徳 kqu :東 ku (次に s， c， t以外が 続く )， ko・11世

紀京 ku (次に s， t以外が 続く )， ko. 

まず， (5) の例. kusj arR (草)， kusïrR (綿). - kusjïR (軍事) ， 

kusjuri ( 薬)， kusj aRrh ai (臭い)， kusjëgjur N (豆などをもぎと
タサギ

る， (転る (新撰字鏡))) ; ku kururR (心)， - kusïR ( 腰)， kus jurR 

(唐辛子，くとせう))， -.kuRnucqiR (九つ)， kucqirR( 東風，(こち))， 

ku tuRrb a (ことば)， ku mïrR (米)， kuri ( 声)， kuRr bu (昆布，(こ 的
N 

ぶ))， kurR (粉， 来い，くと)) • 



次に， (6) の 例. -kqugiR (釘)， kqui (首， 枚)， kqumorR 

(雲)， kquNmarR (車 ，砂糖寧)， kquruRrhai (黒い)， -kqunijuN 

(無理なととをもちかけて親を困らせる， <くねる))， kquzijur N (え

ぐる，くくじる))， kquR'da (管)，一kqudajuN (降る)， -kqumjuN 

(汲む).

今度は， t について次のような対応がある .

(7) 徳t・。 東t・ :11世紀京t-

(8) " tq- : " hut-， hit-: " φut・， φit・

上の ( 5) (6) とは平行しない. (8) の 例はごくわずかで，
ヲタメν

tqaR'cqi (二つ)， ーtqai (ふたり)， tq吾R寸miNdo (二度手間， <ニ商

省)) ，叩RgwaR (お嬢さん hutoーは「大きいJ， gwaR は「子

供J)， tqiR寸cqi (一つ) くらいしか聞き出せなかった. (7) の 伊l

はたくさんあるの で省略する (3 音韻体系 の 語例を多照). 

さて， 最後 に 母音音素について， 特 に， 東京方言 になし、i， 告

について， その成立を探ってみよう

( 9 ) 徳-i:東-e， -(s�c�z�n) i， ー(s�c �z)u: 11世紀京

-e， ・(s�t�d�n)i， (s�t�d) u 

(10) 徳ー1 :東-e， -(s�c�z�n以外)i， ーri， ・bi・11世紀京

-e ， -(s�t�d以外)i， -ri， -bi. 

(1 1) 徳 -u 東 ー(s � c � z以外 )u， -0: 11 世紀京 ー(s�t�d

以外) u， 唱

(12) 徳 -ëR:東-ae， -ai， -ake， -aki， -ase， -aja， -oe: 11世

紀京-aφe， -ai， ・ake， -aki， -ase， -aja， -oje. 

(13) 徳ーoR 東-OR， -au， -ao， -awa， -awo， -aku， -ako: 11 

世紀京・aφu， ・au. -awo， -awa， ・aφ0， -aφa， -aku， -ako. 

(14) 徳-aR:東-aka: 11世紀京-aka.

(15) 徳ーa 東-a: 11世紀京-a.

E については語例が少なく， 対応関係を見つけ出すことができ

ない.

まず， (9) の 例. -kiR (毛)， nirR (根)， kitarR (桁)， -sjiR 

(瀬)， mirR (目)， tirasj ur N (照らす) ; sisirR (肉，くしし))， -ku­

siR (腰)， -kucqiR (ロ)， -cqiR (血)， -mizïR (水)， -zïR(但父，

おじいさん)， nïrR (荷) ; sirR (巣)， -sïRjUN (吸う)， cqiR'cqi 

(筒)， cqikqirR (月).
次に， (10) の例. -biR'kqi (べし〈義務・ 当然))， giN'ni (ほ

んとう? ， <げに)) ;ーbiNtaR(頬， <びんた(鹿児島方言))) ， -nigijuN 

(銀る)， 一miR (身， 肉)， mirN (耳)， -micqjai (三名，くみたり)); 

ーtui (烏)， -udui (踊り)， kqibai'muN (働き者， (きぼりもん)) ; 

-kqui (首) . 

続いて， (11)の例 -hud邑jUN(大きくなる， (ふとる))， k usj urR 

(糞， (くそ))， busïrR (節〈助数詞))， -kqui (首) ; kurR (粉)，

hucqïkjurN (ほどく)， kuzjurR(去年)， -duR(自分， 身体， (胴))， 

ーtuzïR (妻、〈刀自))， -nujuN (乗る)， muRrru (全部 ， (もろ)) 

(12) の 例. -mëR (前)， -këRjUN (変える)， n邑gjurN (足が悪

くて引きつる， (筆 ぐ))， hw山(南)， t邑R'ku (太鼓)， dëRkurni 

(大根) ; hatërR (畑)， -dëR (山， (岳))， kërR(熔) ; -tëRcqï】djuN

(焚さつりる) ; jeRjurN (痩せるわhwëRsirR (埋まし). hwëRjurN 

(早い)， -mëRjuN (燃える). 

c.o 
ひ司



(13)の例 hq OR'g i (扇)， k OrR(香)， k ORr s ï  (格子)， - hqoR ju N  

(合う)， hq oR 'sj a (石$，くあ をさ>)， n oRsj urN (直す)， - hqoR  

(粟)， - k OrR (皮)， h OR k jurN (掃く)， t OrR (蛸).
(14)の例 - hq aR (后)， -ha R  (赤)， -naR (中)， hadarR (裸)

(15)の例. hq aR'1 kq i (秋)， - hq aN (有る)， m u k aRr s ï  (昔)， 

cqï k jaR'1ra (カ)， kq iR'1b a (牙)， 

以上を見ると， 七つの母音音素のうち， 邑 と o は長母音の形

(ëR ，  OR) でしかあらわれない. それらは， 東京方言 および 11 世

紀 の京 都方言の 2モーラ に 対応する .

それ以外の母音音素は東京方言 および1 1世紀 の京都方言の単

純母音音素に 対応する. 以下に， 短か し、母音 について， 11 世紀

の京都方言， 琉球 の那覇方言， さらに東北地方の盛岡方言と比較

してみよう i と u が， 5， Z， t， d に先立たれ る か 否か によっ

て異な る 音韻変化をひき起こして行ったことが， 南島方言と東北

方言どで平行的に見られ る のは興味深い. な お， 下 の 表は， 那覇

部
如
Q
仰
h円
崎
村

山間府

方言が徳之島方言から歴史的に派生したことを示すも の で は な

く， ただ 対応関係を見 やすくする ために線で結んだだけのもので

あ る .

那覇 徳之島 11世紀 京都 盛岡

a a a a 

-i(::訟のJ-
i I一一|二 (引い)7]

i ---L 1(S'み診J-1
u u 一一〔: (山)--u 山

一一 国 立 国 語研究 所地方言 語研究 室 長一一

お


